
１　施策の位置付け

２　施策の取組状況

施策を取り
巻く環境等

・行政情報の共有化の推進のため，多様な広報手段による市政情報の提供を進めている。
・政策形成段階からの市民参画促進のため，市政への関心を高める事業の取組を進めるとともに，参画しやすい
環境づくりを進めている。
・政策特集に寄せられる意見の平均数は年次目標を達成している。

市民満足度

・少子高齢化や高度情報化といった社会情勢の変化に伴い，市民の公共サービスに対するニーズも多様化・複雑化していることから，よりきめ細かなニーズの把握が必要となっている。
・情報媒体の多様化などにより，情報収集手段や通信手段は大きく変化している。

・多様な広報手段による情報提供によって，市民への市政情報の共有化が推進されていると考えられる。
・市民から市政に対する意見・要望等を聞き入れる様々な手段があり，市民の市政への参画が推進されていると
考えられる。

83点

概ね順調

①
施
策
指
標

指標名（単位）

  ③　主要な構成事業の進捗状況
　　（主要な構成事業の個別の進捗状況は，「３　施策を構成する事業の状況｝を参照）

②
市
民
意
識
調
査
結
果

指
標
３

総
合
評
価

施策主管課

46.7%
前年度からの

増減

指標名（単位）

目標値
（Ｈ29）

市民や地域活動団体，ＮＰＯなど，多様な主体による連携したまちづくり活動や，市政への積極的な
参画によって，市民が主役となったまちづくりが実践されています。

政策の達成目標
（基本施策目標）

159ページ広報広聴課 総合計画記載頁

政策名
（基本施策名）

２３　市民が主役のまちづくりを推進する

実績値

取組内容と成果・成果の要因，進捗の状況

評価
H29

（目標年）

平成２６年度　行政評価　　施策カルテ

施策指標

施策名

施策目標 市の政策づくりのさまざまな過程で，市民の意見がより的確に反映されています。

政策の柱 Ⅵ　持続的発展が可能な都市の自治基盤を確立するために

３　市民の市政への参画促進

H28

49 61

49

H25

55

目標値
（Ｈ29）

H26 H27H24

目標値
（Ｈ29）

７４件
単年度の
達成度

100.0%

H26

Ａ

67 74

H25

調査結果 36.8% 34.4%

指標名（単位）
H24

（現状値）

施策の満足度（％）

H27 評価

Ｂ

H28 H29

指
標
１

政策特集に寄せられる意見の
平均数（件）

単年度
目標値

43

現状値 ３７件 実績値 56

130.2%

-2.4%

【

参
考
】

中
核
市
等
と
の
水
準
比
較

中核市での本
市の順位

Ｂ

指
標
２

単年度
目標値

H25 H26 H27 H28H24 H29

現状値 実績値

単年度の
達成度

中核市での本
市の順位

中核市平均

実績値

単年度
目標値

中核市平均

目標値
（Ｈ29）

単年度の
達成度

現状値 実績値

Ｂ ：前年度同水準
　　　（±５ｐｔ以内）
　　　　　　［２５点］

Ｃ ：前年度より低下
　　　（－５ｐｔ超）
　　　　　［１５点］

※
評
価
の
考
え
方

①施策指標
　Ａ ：達成度９０％超
　　　　　　［３３点］

②市民意識
調査結果
（満足度）

　Ａ ：前年度より向上
　　　　　（＋５ｐｔ超）
　　　　　　［３３点］

　Ｂ ： 計画どおり
 　 　（主要な構成事業の
　　　８割以上が計画どおり）
　　　　　　［２５点］

Ｂ ：達成度７０％～９０％
　　　　　　［２５点］

Ｃ ：達成度７０％未満
　　　　　［１５点］施

策
の
満
足
度
の
推
移

取
組
の
進
捗
状
況

③主要な構成
事業の

進捗状況

　Ａ ： 計画以上
 　　 （主要な構成事業の
　　　２割超が計画以上）
　　　　　　［３３点］

Ｃ ： 計画より遅れ
 　 （主要な構成事業の
　　２割超が計画より遅れ）
　　　　　［１５点］

総合評価
　順調 ：（Ａ評価が２つ以上
（Ｃ評価がある場合を除く。））
　　　　　［９０点以上］

　概ね順調 ：
　（主にＢ評価が２つ以上）
　　［６５点以上９０点未満］

　やや遅れている ：
　（Ｃ評価が２つ以上）
　　　　［６５点未満］

※『①施策指標』の単年度の達成度の計算について

★ 逓増型の指標（目標値が基準値より増加することが望ましいもの） × １００ （％）

★ 逓減型の指標（目標値が基準値より減少することが望ましいもの） × １００ （％）

実績値

目標値

目標値

実績値



３　施策を構成する事業の状況 ※凡例　○：「総合計画の戦略プロジェクト・主要事業」対象，★：「③ 主要な構成事業の進捗状況」対象（最大５事業選択）

計画等の最終的な意思決定
前に計画等案を公表し，郵
送・FAX/電子メール・持参に
より意見の提出を求め，提出
された意見等を考慮し計画等
の意思決定を行うとともに，
意見等の概要や市の考え方
などを公表する。

計画どおり 0

政策の満足度・重要度や各
課の課題について調査項目
を作成し，郵送調査。集計・
分析を行う。

宮だより（ふれあい通信，市長へのメール，市長へのファク
スなど）事業

★ ・広報・広聴事業の充実 市民

10 パブリックコメント制度 ・市民参加・参画機会の拡充 市民

計画どおり

計画どおり

★ ・広報・広聴事業の充実 市民

地域まちづくり組織との共催
による，まちづくり懇談会の
実施。
ランチでトークの実施。

ふれあい通信（手紙等），市
長へのFAX，市長への電子
メールによる市民からの声を
聴取する。

・広報・広聴事業の充実

宇都宮市に居住する
満20歳以上80歳未満
の市民（住民基本台帳
から4,000人を無作為
抽出）

H23

H11

S43

S25

19

H9

計画どおり

H25
事業費

（千円）

事業内容

対象者・物（誰・何に）

　市民協働のまちづくりを実現するため，市民から寄せられた市政に対する意
見等を迅速に回答するとともに，市民からの意見と市の回答を広く市民に周
知することで，多くの市民に市政を身近に感じてもらい，理解と協力を得る必
要があることから，広報広聴主任者会議等を活用し，全庁的な協力を得なが
ら事務処理の迅速化に取り組むとともに，市民からの意見と市の回答につい
て，ホームページ上での公表を推進する。

　まちづくり懇談会においては，若年層や女性の参加が少ない傾向にあり，幅
広い年代層からの意見聴取も必要であることから，20～40代の若年層の参加
促進を図るため，託児所を設置するなどの利便性の向上や，自治会の回覧や
広報紙，まちづくり組織（39地区）に対し，幅広い年代層の参加について働き
かけるなど，さらなる事業の充実を図る。
　懇談会における意見等に対する回答の進捗状況を管理し，市民まちづくり部
と連携しながら地域への情報提供を円滑に実施する。

　市民への情報提供を充実させるため，市政情報コールセンターの円滑な運
営を図るとともに，最新最良の情報をＦＡＱとして整備する必要があることか
ら，ＦＡＱの作成・更新について全庁的な理解・協力が継続して得られるよう，
広報広聴主任者会議等を活用して周知を図る。

　広報広聴を同時に達成できる手法であり，分かりやすい紙面づくりが必要で
ある。
「アイディア通信」などにより協働意識を高めることが重要であることから，時
節をとらえたテーマを選定するとともに，市民の理解が深まるような分かりや
すい紙面づくりに努める。

3,121 H15 独自性

　平成22年度から年々回収率が低下している状況にあることから，世論調査
の実施に係る抽出方法や標本数について整理し，調査の信頼性を確保しな
がら，より効果的な調査手法を確立する必要がある。
　特に，20歳代の回収率が4割程度と低い状況にあることから，若年層の回収
率を高めるための方策等について，他都市（中核市）の取組や抽出方法等を
調査し，本市にあった調査手法について検討する。

2,286

100,728

3,890計画どおり★ ・広報・広聴事業の充実

市民
政策課題情報などとともに意
見送付用のハガキを広報紙
に年４回掲載する。

近隣とのトラブルや家
庭問題等を抱え，弁護
士の助言を必要として
いる市民

月2回無料法律相談を実施

市民（ホームページ等
が見られる環境にある
市民）

ホームページ等情報発信

　テレビ・ラジオは，映像や音声で情報を発信でき，市民が手軽に情報を入手
できる手段である。また視覚障がい者や聴覚障がい者へも情報提供が可能な
媒体であるため，それぞれの特性を生かした効果的な情報提供を行っていく
必要がある。

　市民が問題解決の糸口を探る「場」となるよう，弁護士による相談会を定期
的に開催しているが，市民のニーズが高く今後とも実施する必要があることか
ら，開催・予約状況等を十分に見極めながら，相談枠数や実施回数について
検討する。

H14

　市民主体のまちづくり実現のための市民参画と開かれた市政を推進するた
め，政策案件の立案段階からより多くの市民に感心を持って意見等を寄せて
いただく必要があることから，広報紙やホームページを活用した周知を積極的
に行う。

7 政策特集発行事業

★ ・広報・広聴事業の充実

　技術の進展が著しい分野であることから，社会の情勢や技術革新を見極め
ながら，より効果的で市民ニーズに合った，情報提供を行い，内容の充実を
図っていく必要がある。
　ホームページ等による広報活動は，即時性・情報量の多さ，双方向性のほ
か，視覚障がい者への情報提供にも配慮しており，有効な手段である。今後
は全ての利用者の利便性向上を図りながら，新鮮な市政情報をより分かりや
すく市民に提供していく。

市民
広報紙を発行する。その他
（点字広報，声の広報，暮ら
しの便利帳，航空写真）

　広報紙を新聞折込により市内各世帯に配布し，新聞未購読世帯には郵送し
ているが，全市民が広報紙を手に入れられるよう，周知啓発の充実を図る必
要がある。
市政情報を広く提供する重要な媒体であり，今後もさまざまな情報を分かりや
すく提供していくとともに，市民への取材・掲載などにより，市民が市政を身近
に感じることができる紙面づくりを行っていく。

計画どおり

計画どおり

8 テレビ・ラジオ広報事業

事業名

6

市政世論調査事業

広報紙等の発行事業

ホームページ等による広報事業

市政情報コールセンター事業 市民

取組（何を）

5

№

4

3

2

戦略Ｐ・
主要事業

※

事業が属する総合計画の
構成事業名

・広報・広聴事業の充実

市政情報に関する定型的な
問い合わせに対応するコー
ルセンターを設置。対応マ
ニュアルとなる「よくある質問
（FAQ）」を整備し，問い合わ
せに回答する。

事業の
進捗状況

日本一
施策
事業

279

施 策 目 標 を 達 成 す る た め の 取 組 方 針

92

H11

開始年度

1 集団広聴事業（まちづくり懇談会等）

★ ・広報・広聴事業の充実 計画どおり

・広報・広聴事業の充実 市民

テレビ（とちぎテレビ等），ラジ
オ（栃木放送，エフエム栃木）
により，市民が必要とする市
政情報（行事，催しの告知や
生活に関するお知らせ情報）
等を提供する。

計画どおり 25,828 H10

9 無料法律相談事業 ・広報・広聴事業の充実 計画どおり 3,808 S42



４　今後の施策の取組方針

Ｈ20

　宇都宮青年会議所主催のもと，市民討議会を開催し，行政に声を届ける機
会の少なかった市民の参画を促し，まちづくりにおける意識の変革をもたらす
という事業の主旨に対して，一定の成果を得ることができたことから，青年会
議所の事業見直しに伴い，現行形式による市民討議会は終了。今後の事業
については，適宜，青年会議所と協議をしながら検討を行う。

　公的機関や民間調査機関の統計調査で，市町村単位の結果が公表されて
おり，それらを活用した上で本市としての推計・分析を行うことが求められてい
る。各種統計データを収集するとともに，国等で実施される実務研修への参加
や，先進都市の事例研究などにより，市の施策や評価に活用可能な分析手
法を習得し，庁内外へ発信していく。

343

市民，（公益社団法人）
宇都宮青年会議所

討議会検証事業の準備・運
営の支援

計画どおり 011 市民討議会の運営支援 ・市民参加・参画機会の拡充

再掲 統計調査解析事務
・多様な手法を活用した事務
事業の再構築

庁内外
情報の収集・分析による各種
統計データを提供，分析手法
の構築

計画どおり

◆市政への参画意識を向上させるために，市政情報の提供の充実や市民が市政へ参画する機会の充実が必要である。

Ｈ16 先駆的

　複雑・多様化する行政課題の解決に資する政策分析や施策提案の充実の
ため，今後とも大学等と連携を図りながら，課題解決に向けた先駆的・基礎的
研究や政策立案を行うとともに，各部局における調査研究，立案，事業化を支
援することにより，本市の政策形成機能を高めていく。

H16

方向性

〈施策全般〉
◆広報紙やホームページをはじめ，テレビやラジオなど様々な情報媒体を効果的に活用しながら市政情報を分かりやすく提供すると共に，
「宮だより」や「まちづくり懇談会」など多様な広聴機会を確保することにより，市民の市政への参画をより一層促進する。

今後の方向性

課題

〈その他個別事業〉

〈主要事業〉

再掲 市政研究センターの運営（大学生によるまちづくり調査）
・分権型社会にふさわしい自
治制度の確立

市職員・市民
政策形成能力の向上のた
め，調査研究，人材育成，情
報収集・発信をおこなう。

計画どおり 2,980


